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タイトル 絵本による子どもの社会性の発達の促進 

〜互恵性や、多様性への寛容さを育む〜 

出典 千葉敬愛短期大学紀要 40 巻 p389-398 

要旨・感想 

本研究では、絵本による子どもの社会性の発 達の促進、特に互恵性や、多様性への寛容さを 育

む可能性について探った。保育者養成校である短期大学の 1 年生に対 して実施した調査結果

から選出した「子どもた ちに身近な人間関係について考えさせたり、人 の気持ちに配慮する

ことの大切さを伝えたりす るために、子どもたちに是非読み聞かせしたい 絵本」について、

学生たちの選書理由をもとに、 考察する。その際、幼稚園や保育所、社会福祉 施設での計 10 

週間の実習を終えた 2 年生の、 同作品についての選書理由も挙げ、考察の一助 とする。その

結果いじめや不登校、特別支援教育といった教育・ 保育の現場での喫緊の課題に対処していく

ため にも、幼児期の子どもたちが絵本の世界に入り 込み、主人公に同一視し友だち同士の葛

藤場面 を疑似体験するなかで、「協同性」や「道徳性・ 規範意識の芽生え」について深く考え、

「互恵性」 や「他者の多様性への寛容」という観点を絵本による子どもの社会性の発達の促進

の内に育てていくことが重要であるとわかった。 幼稚園教諭及び保育士養成校である短期大学 

の学生に人気のあるなかやみわ氏の作品「そら まめくんのベッド」や「くれよんのくろくん」 

は、子どもたちに互恵性や、多様性への寛容さを育むことのできる絵本と言えよう。「くれよん

のくろくん」については、オペレッ タ作品化されており、生活発表会などで演じら れている。

ロールプレイング(役割演技)のよ うに、実際に身体で演じることで得られる実感 の効果も大

きいことが予想される。絵本の読み 聞かせを通して、主人公に同一視し葛藤場面を疑似体験す

ることとの比較も興味深い。 ただ絵本を読むといった行為だけではなく、違う観点で考えると

社会性の発達にもなるということが驚きだった。私自身も、くれよんのくろくんは大好きな作

品であり、多様性という観点としても素晴らしい作品だと思う。 
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